
 

ジクロロ酢酸及びトリクロロ酢酸の検出状況について 

 
 
1. 水道統計からの新基準値（案）超過状況 

水道統計水質編（平成 23 年度）のデータに基づき、ジクロロ酢酸及びトリクロロ酢酸に

ついて新基準値（案）に対する浄水超過状況は、下に掲げる表のとおりである。また、H22
のデータにおいて、新基準値（案）を超えて検出されたケースを対象として、高濃度で検出

された原因や検出を踏まえた対応についてアンケートを行っており、その結果は別紙のとお

り。 

 
 
 

 

H19 H20 H21 H22 H23

超過
地点数

超過
地点数

超過
地点数

超過
地点数

超過
地点数

対基準値 7 8 8 6 4

対50%値 141 144 142 128 123

対10%値 1,769 1,665 1,664 1,741 1,745

対基準値 34 46 34 24 29

対50%値 332 253 295 314 347

対10%値 917 833 859 884 900

調査地点数 5,854 5,712 5,767 5,896 5,925

トリクロロ酢酸

評価基準値
※

（mg/L）

健康項目
（消）

0.03mg/L

項目名

ジクロロ酢酸

健康項目
（消）

0.03mg/L
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ジクロロ酢酸及びトリクロロ酢酸検出状況

ジクロロ酢酸新基準値超過地点数 トリクロロ酢酸新基準値超過地点数
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浄
水
（
給
水
栓
水
）
に
お
い
て
ジ
ク
ロ
ロ
酢
酸
が
新
評
価
値
（
案
）
を
超
過
し
た
水
道
事
業
者
に
対
す
る
聴
き
取
り
結
果
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原
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の
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浄
水
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理
方
法
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値

 検
査

回
数
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炭
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塩
素
注
入
率

 
遊
離
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留
塩
素

濃
度

 

活
性
炭

注
入
率

 
高
濃
度
検
出
の
原
因

 
高
濃
度
検
出
を
踏
ま
え
た
対
応

 
原
水

 
浄
水

 
凝
集
・
沈

殿
前

 
凝
集
・
沈

殿
～
ろ
過

 
ろ
過
以
降

 

01
 表

流
水（

自

流
）

 
急
速
ろ
過

 
0.

03
5 

4 
1.

5 
1 

1 
2 

0 
0.

3 
0 

夏
場
の
水
質
悪
化
が
原
因
と
思
わ

れ
る
。

 
夏
場
の
水
質
悪
化
時
に
は
、
塩
素
の
注
入

点
を
前
か
ら
後
塩
素
注
入
に
変
更
す
る
。

 

02
 ダ

ム
放
流

 
急
速
ろ
過
・
前
塩

素
処
理
・
中
間
塩

素
処
理

 
0.

03
1 

4 
2.

8 
1.

3 
1.

2 
1.

7 
－

 
0.

55
 

0 
３

kｍ
上

流
に

ダ
ム

が
あ

り
、

降

雨
に
よ
り
前
駆
物
質
（
有
機
物
）

が
増
加
。

 
粉
末
活
性
炭
の
使
用
（
着
水
井
）

 

03
 ダ

ム
放

流
・
表
流
水

（
自
流
）

 

急
速
ろ
過
・
前
塩

素
処
理
・
後
塩
素

処
理

 

0.
03

9 
4 

  
2.

4 
（
前
日
の

デ
ー
タ
）

 

1.
3 

3.
52

 
－

 
0.

55
 

0.
63

 
－

 水
質
検
査
日
の
前
日
・
前
々
日
に

降
雨
が
見
ら
れ
、
主
水
源
で
あ
る

河
川
が
高
濁
度
に
な
っ
た
た
め
、

前
塩
素
の
注
入
量
が
増
加
し
た
。

そ
の
た
め
、
通
常
よ
り
消
毒
副
生

成
物
の
増
加
が
見
ら
れ
た
。

 

翌
年
度
よ
り
、
前
塩
素
処
理
か
ら
中
間
塩

素
処
理
に
切
替
え
、
消
毒
副
生
成
物
の
抑

制
を
実
施
。

 
【
検
出
状
況
】

 
・

平
成

23
年

度
 全

地
点

最
高

値
：

0.
01

0m
g/

L 
・

平
成

24
年

度
 全

地
点

最
高

値
：

0.
01

5m
g/

L 

04
 ダ

ム
直
接

 

急
速
ろ
過
・
前
塩

素
処
理
・
中
間
塩

素
処
理
・
後
塩
素

処
理
・
ア
ル
カ
リ

剤
処
理

 

0.
03

7 
12

 
1.

5 
0.

5 
0.

15
 

0.
15

 
0.

18
 

0.
3 

－
 （

記
述
な
し
）

 
※
当
該
浄
水
場
は
、
平
成

25
年
度
に
廃

止
。

 

05
 表

流
水（

自

流
）

 

急
速
ろ
過
・
前
塩

素
処
理
・
後
塩
素

処
理

 

0.
03

4 
12

 
1.

5 
0.

5 
1.

44
 

0.
48

 
－

 
0.

7 
－

 梅
雨
時
期
に
お
い
て
、
降
雨
が
続

き
、
上
流
よ
り
何
ら
か
の
排
出
源

が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

 

着
水
井
で
の
塩
素
注
入
を
や
め
る
か
、
少

な
く
し
、
ろ
過
前
の
注
入
点
だ
け
に
す
る

こ
と

に
よ

り
、

ジ
ク

ロ
ロ

酢
酸

を
下

げ

る
。

 

（
参
考
２
別
紙
）
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地 点
 

原
水
の

 
種
類

 
浄
水
処
理
方
法

 
最
高
値

 検
査

回
数

 全
有
機
炭
素

 (
TO

C)
 

塩
素
注
入
率

 
遊
離
残

留
塩
素

濃
度

 

活
性
炭

注
入
率

 
高
濃
度
検
出
の
原
因

 
高
濃
度
検
出
を
踏
ま
え
た
対
応

 
原
水

 
浄
水

 
凝
集
・
沈

殿
前

 
凝
集
・
沈

殿
～
ろ
過

 
ろ
過
以
降

 

06
 湖

沼
水

 
急
速
ろ
過
・
中
間

塩
素
処
理

 
0.

03
5 

4 
2.

7 
1.

8 
6.

3 
5.

2 
－

 
0.

6 
－

 池
を
原
水
と
し
て
取
水
し
て
い
る

当
該
浄
水
場
の
原
水
は
、
夏
場
に

は
水
の
循
環
し
に
く
い
成
層
状
態

に
な
り
池
上
層
部
は
プ
ラ
ン
ク
ト

ン
藻
類
の
増
殖
、
池
底
部
は
鉄
・

マ
ン

ガ
ン

等
有

機
物

が
多

く
な

る
。
原
水
取
水
口
は
池
中
間
層
に

設
置
し
て
あ
る
が
、
有
機
物
の
形

成
層
が
広
が
り
有
機
物
等
の
量
が

多
く
な
り
、
浄
水
処
理
過
程
に
お

い
て
塩
素
注
入
に
よ
り
水
中
の
有

機
物
質
と
反
応
し
生
成
さ
れ
た
と

思
わ
れ
る
。

 

当
該

浄
水

場
は

原
水

中
の

有
機

物
の

量

が
多
い
た
め
、
ろ
過
処
理
前
に
前
処
理
施

設
に
て
エ
ア
レ
ー
シ
ョ
ン
、
砂
ろ
過
及
び

塩
素

注
入

に
て

で
き

る
だ

け
水

中
の

有

機
物

を
除

去
し

浄
水

処
理

を
行

な
っ

て

い
る
。
特
に
夏
場
に
お
い
て
は
塩
素
酸
を

含
め

消
毒

副
生

成
物

の
生

成
を

抑
え

る

よ
う
、
塩
素
の
注
入
量
の
監
視
及
び
前
処

理
で

の
エ

ア
レ

ー
シ

ョ
ン

量
の

調
整

を

行
う
。
前
処
理
用
の
ろ
過
砂
は
年

1
回
は

洗
浄
し

3年
に

1回
は
抜
替
を
行
な
っ
て

い
る
。

 

単
位
：

m
g/

L 
※
検
査
回
数
を
除
く
。

 
 「
原
水
の
種
類
」
「
浄
水
処
理
方
法
」
「
最
高
値
」
「
検
査
回
数
」
出
典
：
 
水
道
統
計
水
質
編
（
平
成

22
年
度
）
－
（
公
社
）
日
本
水
道
協
会
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浄
水
（
給
水
栓
水
）
に
お
い
て
ト
リ
ク
ロ
ロ
酢
酸
が
新
評
価
値
（
案
）
を
超
過
し
た
水
道
事
業
者
に
対
す
る
聴
き
取
り
結
果

 
 

地 点
 

原
水
の

 
種
類

 
浄
水
処
理
方
法

 
最
高
値

 検
査

回
数

 全
有
機
炭
素

 (
TO

C)
 

塩
素
注
入
率

 
遊
離
残

留
塩
素

濃
度

 

活
性
炭

注
入
率

 
高
濃
度
検
出
の
原
因

 
高
濃
度
検
出
を
踏
ま
え
た
対
応

 
原
水

 
浄
水

 
凝
集
・

沈
殿
前

 
凝
集
・
沈

殿
～
ろ
過

 
ろ
過
以
降

 

01
 表

流
水

（
自
流
）

 

緩
速
ろ
過
・
後
塩

素
処
理

 
0.

03
3 

4 
1.

7 
2.

3 
0 

0 
2.

4 
0.

7 
0 

有
機
物
上
昇
に
よ
る
塩
素
注
入
率
の

増
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。
水
源
周

辺
及

び
上

流
は

国
有

林
で

あ
る

た

め
、
殺
鼠
剤
等
を
ま
い
て
い
る
可
能

性
は
あ
る
が
、
当
方
で
は
解
り
か
ね

る
。

 

原
水
濁
度

40
度
で
取
水
停
止
を
行
い
、

ろ
過
速

度
を
落

と
す
た

め
に

ろ
過
流

量

を
減
ら

し
、
有

機
物
を

少
し

で
も
除

去

で
き
る

よ
う
に

努
力
し

て
い

る
が
、

そ

れ
で
も
浄
水
濁
度

0.
1
を
超
え
て
し
ま

う
時
が
あ
る
。

 

02
 表

流
水

（
自
流
）

 

急
速
ろ
過
・
前
塩

素
処
理
・
粉
末
活

性
炭
・
マ
ン
ガ
ン

接
触
ろ
過

 

0.
04

1 
5 

3.
2 

2 
18

.1
 

－
 

－
 

0.
52

 
4.

3 
原
水
水
温
が
高
く
、
有
機
物
濃
度
が

多
い
為
と
考
え
ら
れ
る
。

 

現
状
設

備
に
お

い
て
は

、
沈
殿

速
度
を

速
め
、

塩
素
注

入
率
の

調
整

を
計
り

、

有
機
物

対
応
の

活
性
炭

に
変

更
す
る

方

法
が
あ
る
が
、
基
準
値

0.
03

に
改
定
さ

れ
た

場
合

、
施

設
改

良
が

必
要

に
な

る
。

(
処

理
方

法
を

前
塩

素
か

ら
中

塩

素
に
切

替
（

注
入
点

変
更
）

し
た
と

し

て
も
、

原
水
が

有
機
物

・
鉄
等

を
多
く

含
ん
で
い
る
た
め
、
取
り
き
れ
な
い
。
) 

03
 深

井
戸
水

 
急
速
ろ
過
・
前
塩

素
処
理

 
0.

03
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4 
1.

8 
1.

2 
0 

16
.1
～

16
.9

 
0 

0.
7 

0 
原
水
に
消
毒
副
生
成
物
の
前
駆
物
質

が
多
い
。
凝
集
・
沈
殿
処
理
は
し
て

い
な
い
。

 

※
当
該
浄
水
場
は
、
平
成

25
年

7
月
に

廃
止
。

 

04
 ダ

ム
直
接

 

急
速
ろ
過
・
前
塩

素
処
理
・
マ
ン
ガ

ン
接
触
ろ
過
・
ア

ル
カ
リ
剤
処
理

 

0.
03

1 
4 

1.
5 

0.
9 

2.
8 

－
 

－
 

0.
83

 
0 

上
流
に
前
駆
物
質
の
排
出
源
の
存
在

が
予
想
さ
れ
る
。

 

凝
集
沈
殿
、
ろ
過
に
よ
る
除
去
 
又
は
、

粉
末
活
性
炭
の
使
用
に
よ
る
除
去
。（

現

行
の
施
設
で
対
応
可
能
の
見
込
み
）
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地 点
 

原
水
の

 
種
類

 
浄
水
処
理
方
法

 
最
高
値

 検
査

回
数

 全
有
機
炭
素

 (
TO

C)
 

塩
素
注
入
率

 
遊
離
残

留
塩
素

濃
度

 

活
性
炭

注
入
率

 
高
濃
度
検
出
の
原
因

 
高
濃
度
検
出
を
踏
ま
え
た
対
応

 
原
水

 
浄
水

 
凝
集
・

沈
殿
前

 
凝
集
・
沈

殿
～
ろ
過

 
ろ
過
以
降

 

05
 表

流
水

（
自
流
）

 

粉
末
活
性
炭
・
急

速
ろ
過
・
前
塩
素

処
理
・
中
間
塩
素

処
理
・
後
塩
素
処

理
 

0.
03

5 
4 

2.
6 

1 
1 

1.
8 

0.
4 

1.
19

 
8 

原
水
中
の
有
機
物
と
消
毒
用
塩
素
剤

の
添

加
に

よ
り

生
成

さ
れ

た
も

の

で
、
検
査
地
点
は
当
該
浄
水
場
系
の

末
端
給
水
栓
で
出
口
地
点
よ
り
遠
距

離
（

50
km

）
に

あ
り

，
長

時
間

の

滞
留
に
よ
る
塩
素
と
の
接
触
及
び
給

水
栓
水
の
残
留
塩
素
確
保
の
た
め
、

中
間
の
配
水
施
設
（

4
箇
所
）
に
お

け
る
追
加
塩
素
注
入
が
影
響
と
思
わ

れ
る
。

 

水
の
ト

リ
ハ
ロ

メ
タ
ン

等
消

毒
副
生

性

物
低
減

化
を
図

っ
て
お

り
、

ト
リ
ハ

ロ

メ
タ
ン

の
浄
水

目
標
値

（
※
）

を
設
定

し
、

末
端
給

水
栓
水

に
お

け
る
適

切
な

水
質
管

理
を
行

っ
て
い

る
。

ま
た
、

各

配
水
系

統
末
端

よ
り
常

時
排

水
を
行

い

残
留
塩
素
の
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

 
（
※
）
ク
ロ
ロ
ホ
ル
ム

0.
04

2m
g/

L（
水

質
基
準
（

0.
06

m
g/

L）
×

0.
7）

以
下
を

目
標
値
と
し
、
浄
水
場
出
口
水
（
浄
水
）

に
お
い
て
ク
ロ
ロ
ホ
ル
ム

0.
01

7 
m

g/
L

程
度
を
目
標
と
し
て
い
る
。

 

06
 ダ

ム
放
流

 

急
速
ろ
過
・
前
塩

素
処
理
・
後
塩
素

処
理
・
ア
ル
カ
リ

剤
処
理

 

0.
03

1 
12

 
1.

1 
0.

6 
1.

95
 

0 
0.

2 
0.

57
 

0 
採
水
日
前
日
の
降
雨
に
よ
り
濁
度
が

上
昇
し
、
採
水
日
当
日
も
濁
度
が
高

い
状
況
で
あ
っ
た
た
め
、
塩
素
注
入

率
が
通
常
時
よ
り
多
か
っ
た
。

 

将
来
的

に
中
間

次
亜
注

入
装

置
を
整

備

予
定
。
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 表

流
水

（
自

流
）・

浅
井

戸
水

 

急
速
ろ
過
・
前
塩

素
処
理
・
中
間
塩

素
処
理
・
後
塩
素

処
理

 

0.
04

 
12

 
1.

4 
1.

2 
不
明

 
－

 
不
明

 
0.

9 
－

 不
明

 

平
成

22
年
７
月

21
日
の
高
濃
度
検
出

以
降
の

検
査
に

お
い
て

は
、

新
基
準

値

（
0.

03
m

g/
L）

未
満
で
あ
る
。
今
後
は
、

定
期
の

検
査
結

果
を
注

視
し

、
塩
素

注

入
率
に
つ
い
て
も
注
視
し
て
い
く
。

 

08
 深

井
戸
水

 

急
速
ろ
過
・
前
塩

素
処
理
・
マ
ン
ガ

ン
接
触
ろ
過

 

0.
04

 
5 

1.
7 

1.
3 

注
入

（
計
測

し
て
い

な
い
）

 

－
 

－
 

1.
1 

－
 深

井
戸

２
本

よ
り

取
水

し
て

い
る

が
、
原
水
の
全
有
機
炭
素
（

TO
C）

の
量
が
多
く
、
遊
離
残
留
塩
素
が
高

い
た
め
と
思
わ
れ
る
。

 

具
体
的

な
対
策

は
と
っ

て
い

な
い

が
、

平
成

23
年
度
以
降
の
最
高
値
は

0.
02

で
現
行
基
準
の

1/
10

以
内
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
平
成

26
年
度
中
に
現
在
使
用

し
て
い

る
井
戸

か
ら
の

取
水

を
停
止

す

る
予
定
。
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地 点
 

原
水
の

 
種
類

 
浄
水
処
理
方
法

 
最
高
値

 検
査

回
数

 全
有
機
炭
素

 (
TO

C)
 

塩
素
注
入
率

 
遊
離
残

留
塩
素

濃
度

 

活
性
炭

注
入
率

 
高
濃
度
検
出
の
原
因

 
高
濃
度
検
出
を
踏
ま
え
た
対
応

 
原
水

 
浄
水

 
凝
集
・

沈
殿
前

 
凝
集
・
沈

殿
～
ろ
過

 
ろ
過
以
降

 

09
 表

流
水

（
自
流
）

 
・

浄
水

受

水
 

急
速
ろ
過
・
前
塩

素
処
理
・
後
塩
素

処
理
・
粉
末
活
性

炭
 

0.
03

8 
12

 
2.

6 
1.

0 
8.

62
 

－
 

1.
36

 
0.

84
 

4.
0 

河
川
流
量
の
増
水
に
伴
い
、
上
流
の

支
川
に
存
在
す
る
前
駆
物
質
が
本
川

に
流
入
す
る
こ
と
が
原
因
。

 

他
の
浄

水
と
の

混
合
希

釈
（

自
己
水

取

水
量
の
縮
小
を
含
む
）

 
次
亜
注
入
点
の
変
更
（
前
塩
→
中
塩
）

 

10
 ダ

ム
直
接

 

急
速
ろ
過
・
前
塩

素
処
理
・
中
間
塩

素
処
理
・
粉
末
活

性
炭
・
後
塩
素
処

理
・
ア
ル
カ
リ
剤

処
理

 

0.
03

5 
4 

3.
1 

1.
4 

3.
5 

－
 

0.
5 

1.
1 

－
 平

成
22

年
度
当
該
浄
水
場
給
水
栓

の
ト
リ
ク
ロ
ロ
酢
酸
の
検
査
結
果
は

4
月

0.
02

5、
8
月

0.
01

1、
11

月

0.
01

0、
2
月

0.
03

5
だ
っ
た
。
活
性

炭
を

5
月
か
ら

11
月
ま
で
注
入
し

て
い
る
こ
と
で
、

8
月
と

11
月
の
検

査
結
果
が
低
く
な
っ
て
い
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。

 
こ
れ
は
活
性
炭
に
よ
り
前
駆
物
質
が

吸
着
さ
れ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
、
原

水
中
の
前
駆
物
質
の
多
さ
に
よ
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。

 

粉
末
活
性
炭
の
使
用

 
前

塩
素

の
注

入
を

で
き

る
だ

け
抑

え

て
、
後
塩
素
の
注
入
率
を
多
く
す
る
。

 

参考2-6



 

地 点
 

原
水
の

 
種
類

 
浄
水
処
理
方
法

 
最
高
値

 検
査

回
数

 全
有
機
炭
素

 (
TO

C)
 

塩
素
注
入
率

 
遊
離
残

留
塩
素

濃
度

 

活
性
炭

注
入
率

 
高
濃
度
検
出
の
原
因

 
高
濃
度
検
出
を
踏
ま
え
た
対
応

 
原
水

 
浄
水

 
凝
集
・

沈
殿
前

 
凝
集
・
沈

殿
～
ろ
過

 
ろ
過
以
降

 

11
 表

流
水

（
自
流
）

 

急
速
ろ
過
・
前
塩

素
処
理
・
後
塩
素

処
理

 

0.
03

7 
4 

2.
3 

1.
9 

0 
3.

5 
0.

14
 

0.
78

 
0 

水
温
上
昇
に
よ
る
沈
殿
処
理
の
悪
化

（
沈
殿
池
形
式
が
高
速
凝
集
沈
殿
池

の
た
め
、
日
光
で
暖
め
ら
れ
た
ダ
ム

湖
の
原
水
が
夕
方
に
浄
水
場
へ
流
入

す
る
た
め
、
水
温
差
に
よ
る
対
流
が

発
生
し
沈
殿
状
況
が
悪
化
す
る
）や

、

水
源
ダ
ム
の
貯
水
位
調
整
の
た
め
、

使
用
し
て
い
な
か
っ
た
上
流
水
道
用

ダ
ム
か
ら
の
放
流
が
影
響
し
、
注
入

塩
素
量
の
増
加
が
影
響
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

 

当
該
浄

水
場

で
は
、

上
記

に
記
し

た
水

温
上
昇

に
よ
る

沈
殿
処

理
の

悪
化
に

つ

い
て
、

構
造
的

な
原
因

の
た

め
要
因

を

取
り
除

く
に
は

大
規
模

な
改

修
を
要

す

る
。
ま

た
、
当

該
浄

水
場

に
は
粉

末
活

性
炭

注
入

設
備

が
設

置
さ

れ
て

お
ら

ず
、
当

面
設
置

す
る
計

画
も

な
い
こ

と

か
ら
、

塩
素
注

入
点
の

変
更

等
で
対

応

す
る
こ

と
と
な

る
と
思

わ
れ

る
が
、

水

質
基
準
値
が

0.
03

㎎
/L

と
な
っ
た
場
合

は
水
質

基
準
を

遵
守
で

き
な

い
可
能

性

が
高
い
と
考
え
る
。（

参
考
：
近
年
の
水

質
検
査

デ
ー
タ

を
確
認

し
た

と
こ
ろ

、

0.
03

㎎
/L

を
超
え
て
い
る
浄
水
場
が
他

に
２

箇
所

あ
り
、

そ
ち
ら

の
浄

水
場
も

対
応
が
難
し
い
と
考
え
る
。）

 

12
 ダ

ム
直
接

 

急
速
ろ
過
・
前
塩

素
処
理
・
中
間
塩

素
処
理
・
後
塩
素

処
理
・
粉
末
活
性

炭
・
多
層
ろ
過
・

ア
ル

カ
リ

剤
処

理
 

0.
03

8 
4 

5.
5 

2.
4 

0 
3.

7 
1 

0.
56

 
10

 上
流
（
原
水
）
に
前
駆
物
質
が
多
く

存
在
し
、
発
生
し
や
す
い
。

 

粉
末
活

性
炭
の

注
入
量

を
増

、
塩
素

注

入
点
の

変
更
、

配
水
池

の
水

位
調
整

、

管
末
端
で
の
捨
水

 

13
 表

流
水

（
自
流
）

 
急
速
ろ
過

 
0.

03
6 

4 
1.

5 
1 

1 
2 

－
 

0.
3 

0 
夏
場
の
水
質
悪
化
が
原
因
と
思
わ
れ

る
。

 

夏
場
の

水
質
悪

化
時
に

は
、

塩
素
の

注

入
点
を

前
か
ら

後
塩
素

注
入

に
変
更

す

る
。

 

参考2-7



 

地 点
 

原
水
の

 
種
類

 
浄
水
処
理
方
法

 
最
高
値

 検
査

回
数

 全
有
機
炭
素

 (
TO

C)
 

塩
素
注
入
率

 
遊
離
残

留
塩
素

濃
度

 

活
性
炭

注
入
率

 
高
濃
度
検
出
の
原
因

 
高
濃
度
検
出
を
踏
ま
え
た
対
応

 
原
水

 
浄
水

 
凝
集
・

沈
殿
前

 
凝
集
・
沈

殿
～
ろ
過

 
ろ
過
以
降

 

14
 深

井
戸
水

 

急
速
ろ
過
・
前
塩

素
処
理
・
後
塩
素

処
理

 

0.
03

5 
4 

2.
2 

1.
6 

－
 注

入
（
計

測
し
て

い
な
い
）

 注
入
（
計

測
し
て

い
な
い
）

 
0.

74
 

－
 本

水
源
（
深
井
戸
）
の
水
質
は
マ
ン

ガ
ン
及
び
有
機
分
を
多
く
含
む
。
マ

ン
ガ
ン
除
去
の
た
め
に
接
触
ろ
過
方

式
を
採
用
し
て
い
る
が
、
ろ
材
活
性

の
た
め
に
一
定
の
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト

リ
ウ
ム
濃
度
が
必
要
と
な
る
。

H
22

年
の
最
高
値
が
検
出
さ
れ
た
時
点
に

お
い
て
、
併
せ
て
測
定
し
た
給
水
栓

の
遊
離
残
留
塩
素
濃
度
に
つ
い
て
は

基
準

値
内

で
は

あ
る

が
高

め
で

あ

る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
消
毒
副
生
成

物
が
基
準
値
近
く
ま
で
生
成
さ
れ
た

と
推
測
さ
れ
る
。
当
施
設
に
お
い
て

次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
は
定
量
注

入
に
よ
る
。
ま
た
浄
水
中
残
留
塩
素

濃
度
の
常
時
監
視
は
行
わ
れ
て
い
な

い
た
め
、
有
機
分
の
変
動
に
よ
り
次

亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
注
入
量
の
過

多
が
生
じ
、
比
較
的
高
い
数
値
が
生

じ
た
と
考
え
ら
え
る
。

 

他
水
源

の
混
合

希
釈
に

よ
り

対
応
し

て

い
る
が

、
混
合

用
の
水

を
供

給
す
る

水

源
に
つ

い
て
は

慢
性
的

に
水

量
の
不

足

し
て

い
る

水
系

で
あ

り
苦

慮
し

て
い

る
。
基

準
が
変

更
さ
れ

た
場

合
は
前

処

理
等
の

浄
水
方

法
の
見

直
し

が
必
要

と

な
る
と

考
え
ら

れ
る
が

、
時

間
的
・

金

銭
的
に

H
27

年
度
か
ら
の
更
新
は
難
し

い
と
考
え
て
い
る
。

 

参考2-8



 

地 点
 

原
水
の

 
種
類

 
浄
水
処
理
方
法

 
最
高
値

 検
査

回
数

 全
有
機
炭
素

 (
TO

C)
 

塩
素
注
入
率

 
遊
離
残

留
塩
素

濃
度

 

活
性
炭

注
入
率

 
高
濃
度
検
出
の
原
因

 
高
濃
度
検
出
を
踏
ま
え
た
対
応

 
原
水

 
浄
水

 
凝
集
・

沈
殿
前

 
凝
集
・
沈

殿
～
ろ
過

 
ろ
過
以
降

 

15
 表

流
水

（
自
流
）

 
膜
ろ
過

 
0.

04
1 

4 
1.

1 
0.

8 
不
明

 
不
明

 
0.

46
 

0.
1 

0 

原
水
上
流
域
は
森
林
で
あ
り
、
原
水

水
質
で
は
フ
ミ
ン
質
由
来
に
よ
る
色

度
が
検
出
さ
れ
て
い
る
た
め
、
消
毒

副
生
成
物
の
前
駆
物
質
と
な
っ
て
い

る
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。

 
当
該
検
査
地
点
は
、
山
間
僻
地
に
あ

る
た
め
配
水
量
も
少
な
く
、
浄
水
場

以
降
の
各
配
水
場
に
お
け
る
滞
留
時

間
が
長
い
。

 

夏
季
に

お
け
る

管
末
放

水
量

増
加
に

よ

る
水
の
入
れ
替
え
。

 
消

毒
用

次
亜
塩

素
酸
ナ

ト
リ

ウ
ム
の

適

正
管
理
（
気
温
の
低
い
場
所
で
の
保
管
、

適
正
量
の
購
入
）。

 
塩

素
注

入
率
の

適
正
化

（
維

持
管
理

業

者
に
よ
る
こ
ま
め
な
対
応
）。

 

16
 ダ

ム
放

流
・

表
流

水
（
自
流
） 

急
速
ろ
過
・
前
塩

素
処
理
・
後
塩
素

処
理

 

0.
04

 
4 

2.
4 

（
前
日

の
デ
ー

タ
）

 
1.

3 
3.

52
 

－
 

0.
55

 
0.

63
 

－
 水

質
検
査
日
の
前
日
・
前
々
日
に
降

雨
が
見
ら
れ
、
主
水
源
で
あ
る
河
川

が
高
濁
度
に
な
っ
た
た
め
、
前
塩
素

の
注
入
量
が
増
加
し
た
。そ

の
た
め
、

通
常
よ
り
消
毒
副
生
成
物
の
増
加
が

見
ら
れ
た
。

 

翌
年
度

よ
り
、

前
塩
素

処
理

か
ら
中

間

塩
素
処

理
に
切

替
え
、

消
毒

副
生
成

物

の
抑
制
を
実
施
。
 

 
【
検
出
状
況
】

 
・
平
成

23
年
度

 全
地
点
最
高
値
：
＜

0.
02

m
g/

L 
 

・
平

成
24

年
度

 全
地

点
最

高
値

：

0.
03

m
g/

L 
※

基
準

が
強
化

さ
れ
れ

ば
厳

し
い
と

の

コ
メ
ン
ト
あ
り
。

 

参考2-9



 

地 点
 

原
水
の

 
種
類

 
浄
水
処
理
方
法

 
最
高
値

 検
査

回
数

 全
有
機
炭
素

 (
TO

C)
 

塩
素
注
入
率

 
遊
離
残

留
塩
素

濃
度

 

活
性
炭

注
入
率

 
高
濃
度
検
出
の
原
因

 
高
濃
度
検
出
を
踏
ま
え
た
対
応

 
原
水

 
浄
水

 
凝
集
・

沈
殿
前

 
凝
集
・
沈

殿
～
ろ
過

 
ろ
過
以
降

 

17
 表

流
水

（
自
流
）

 

緩
速
ろ
過
・
後
塩

素
処
理

 
0.

03
3 

4 
2.

9 
1.

4 
－

 
－

 
1 

0.
96

 
－

 水
源
と
な
っ
て
い
る
河
川
は
市
の
中

心
部
を
流
れ
、
上
流
域
に
は
住
宅
地

等
か
ら
の
生
活
雑
排
水
の
流
入
が
多

大
で
あ
る
。

 

・
他
水

源
と
の

混
合
希

釈
は

ト
リ
ク

ロ

ロ
酢
酸

濃
度
が

高
く
な

る
夏

季
に
お

い

て
水
利
権
の
問
題
で
不
可
能
。

 
・

粉
末

活
性
炭

等
前
処

理
施

設
は
施

設

種
・
規

模
の
検

討
、
敷

地
確

保
・
設

備

建
設
等

に
時
間

及
び
コ

ス
ト

が
か
か

る

た
め
現
実
的
で
な
い
。

 
・

現
状

の
管
路

網
で
は

、
管

末
到
達

ま

で
に
時

間
が
か

か
る
。

し
た

が
っ
て

、

残
塩
濃

度
確
保

の
た
め

浄
水

場
注
入

点

に
て
高

め
の
注

入
率
と

な
っ

て
い
る

。

配
水
池

で
の
注

入
も
考

え
ら

れ
る
が

、

ト
リ
ク

ロ
ロ
酢

酸
生
成

の
時

間
的
余

裕

を
得
ら

れ
る
か

ど
う
か

は
明

確
で
は

な

い
。

 
ま

た
、

浄
水
場

で
の
注

入
率

を
下
げ

た

場
合
、

管
路
網

上
に
て

複
数

の
追
塩

設

備
が
必

要
と
な

る
た
め

現
実

的
で
は

な

い
。

 
こ

れ
ら

を
踏
ま

え
、
具

体
的

な
対
策

に

つ
い
て

は
塩
素

注
入
率

の
現

状
以
上

の

厳
密
な

管
理
を

行
う
こ

と
に

限
ら
れ

る

と
思
わ
れ
る
。

 

参考2-10



 

地 点
 

原
水
の

 
種
類

 
浄
水
処
理
方
法

 
最
高
値

 検
査

回
数

 全
有
機
炭
素

 (
TO

C)
 

塩
素
注
入
率

 
遊
離
残

留
塩
素

濃
度

 

活
性
炭

注
入
率

 
高
濃
度
検
出
の
原
因

 
高
濃
度
検
出
を
踏
ま
え
た
対
応

 
原
水

 
浄
水

 
凝
集
・

沈
殿
前

 
凝
集
・
沈

殿
～
ろ
過

 
ろ
過
以
降

 

18
 ダ

ム
直

接
・

湖
沼

水
・

伏
流

水
 

急
速
ろ
過
・
前
塩

素
処
理
・
マ
ン
ガ

ン
接
触
ろ
過
・
ア

ル
カ

リ
剤

処

理
・
二
段
凝
集
処

理
 

0.
05

 
4 

2 
1.

5 
3.

7 
－

 
－

 
0.

8 
－

 原
水
に
前
駆
物
質
が
多
く
存
在
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。

 

塩
素
注

入
率
を

調
整
。

基
準

が
変
更

さ

れ
た
場

合
は
、

粉
末
活

性
炭

注
入
設

備

等
が
必
要
と
な
る
と
思
わ
れ
る

.。
施
設

整
備
に
は
調
査
・
検
討
が
必
要
で
あ
り
、

平
成

27
年
度
か
ら
対
応
は
時
間
的
・
費

用
的
に
困
難
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

 

19
 ダ

ム
直
接

 

急
速
ろ
過
・
前
塩

素
処
理
・
後
塩
素

処
理
・
マ
ン
ガ
ン

接
触
ろ
過
・
ア
ル

カ
リ
剤
処
理

 

0.
06

 
4 

3.
2 

2.
0 

3.
7 

1.
0 

－
 

1.
05

 
－

 水
源
が
ダ
ム
で
あ
る
た
め
、
地
下
水

等
に
比
べ
る
と

TO
C（

前
駆
物
質
）

の
値
が
高
く
、
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ

ウ
ム
と
炭
素
が
反
応
し
ト
リ
ク
ロ
ロ

酢
酸

が
発

生
し

や
す

い
傾

向
に

あ

る
。

 

離
島
で

あ
る
た

め
、
代

替
水

源
が
な

い

の
が
実
情
で
あ
る
。
現
状
の
設
備
で
は
、

塩
素

注
入

率
の

調
整

で
対

応
し

て
い

る
。

 

20
 湖

沼
水

 
急
速
ろ
過
・
中
間

塩
素
処
理

 
0.

05
 

4 
2.

7 
1.

8 
6.

3 
5.

2 
－

 
0.

6 
－

 池
を
原
水
と
し
て
取
水
し
て
い
る
当

浄
水
場
の
原
水
は
、
夏
場
に
は
水
の

循
環
し
に
く
い
成
層
状
態
に
な
り
池

上
層
部
は
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
藻
類
の
増

殖
、
池
底
部
は
鉄
・
マ
ン
ガ
ン
等
有

機
物
が
多
く
な
り
、
原
水
取
水
口
は

池
中
間
層
に
設
置
し
て
あ
る
が
、
有

機
物
の
形
成
層
が
広
が
り
有
機
物
等

の
量
が
多
く
な
り
、
浄
水
処
理
過
程

に
お
い
て
塩
素
注
入
に
よ
り
水
中
の

有
機
物
質
と
反
応
し
生
成
さ
れ
た
と

思
わ
れ
る
。

 

当
浄
水

場
は
原

水
中
の

有
機

物
の
量

が

多
い
た

め
、
ろ

過
処
理

前
に

前
処
理

施

設
に
て

エ
ア
レ

ー
シ
ョ

ン
、

砂
ろ
過

及

び
塩
素

注
入
に

て
出
来

る
だ

け
水
中

の

有
機
物

を
除
去

し
浄
水

処
理

を
行
な

っ

て
い
る

。
特
に

夏
場
に

お
い

て
は
塩

素

酸
を
含

め
消
毒

副
生
成

物
の

生
成
を

抑

え
る
よ

う
、
塩

素
の

注
入

量
の
監

視
及

び
前
処

理
で
の

エ
ア
レ

ー
シ

ョ
ン
量

の

調
整
を

行
な
う

。
前
処

理
用

の
ろ
過

砂

は
年
１

回
は
洗

浄
し
、

３
年

に
１

回
は

抜
替
を
行
っ
て
い
る
。
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地 点
 

原
水
の

 
種
類

 
浄
水
処
理
方
法

 
最
高
値

 検
査

回
数

 全
有
機
炭
素

 (
TO

C)
 

塩
素
注
入
率

 
遊
離
残

留
塩
素

濃
度

 

活
性
炭

注
入
率

 
高
濃
度
検
出
の
原
因

 
高
濃
度
検
出
を
踏
ま
え
た
対
応

 
原
水

 
浄
水

 
凝
集
・

沈
殿
前

 
凝
集
・
沈

殿
～
ろ
過

 
ろ
過
以
降

 

21
 表

流
水

（
自
流
）

 
緩
速
ろ
過

 
0.

03
4 

4 
0.

52
 

0.
79

 
－

 
－

 
定
量
滴 下

 
0.

3 
－

 塩
素
酸
な
ど
、
他
の
消
毒
副
生
成
物

の
濃

度
も

高
い

事
な

ど
か

ら
推

測

し
、
当
該
浄
水
場
に
お
け
る
次
亜
塩

素
酸
ソ
ー
ダ
の
保
管
方
法
に
問
題
が

あ
り
、
劣
化
・
分
解
が
進
ん
で
い
た

も
の
と
推
測
し
て
い
る
。

 
水
源
上
流
域
で
の
排
出
源
の
有
無
に

関
し
て
は
、
当
該
地
区
は
山
間
部
の

集
落
で
あ
り
、
水
源
上
流
域
は
全
域

が
山
林
で
、
人
家
も
ほ
と
ん
ど
無
い

こ
と
な
ど
か
ら
水
源
汚
染
の
可
能
性

は
な
い
も
の
と
考
え
る
。

 

滅
菌
に

使
用
す

る
次
亜

塩
素

酸
ソ
ー

ダ

の
保
管

方
法
・

期
間
等

を
改

め
、
温

度

管
理

が
可

能
な

他
の

浄
水

場
に

保
管

し
、
当
該
浄
水
場
に
は
最
低
限
の
量
（
注

入
設
備
の

10
0
リ
ッ
ト
ル
タ
ン
ク
に
希

釈
投
入

し
た
も

の
）
の

み
保

管
す
る

対

応
を
徹
底
し
た
。

 
※
平
成

22
年
度
以
降
、
数
値
も
高
濃
度

で
検
出

さ
れ
る

こ
と
も

な
く

、
極
め

て

低
い
値

と
な
っ

て
い
る

と
の

コ
メ
ン

ト

あ
り
。

 

22
 湖

沼
水

・

浄
水
受
水

 

急
速
ろ
過
・
緩
速

ろ
過
・
前
塩
素
処

理
・
後
塩
素
処
理

 

0.
05

 
4 

2.
7 

1.
7 

2.
77

 
0 

0.
87

 
1.

08
 

0 
貯
水
池
の
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
増
殖
し

濃
度
が
上
昇
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

 ・
前

駆
物

質
と
の

接
触

量
を
低

減
さ
せ

る
た
め
、
前
塩
素
の
注
入
率
を
変
更
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
貯
水
池
の
揚
水
地
点
の
変
更

 

単
位
：

m
g/

L 
※
検
査
回
数
を
除
く
。

 
 「
原
水
の
種
類
」
「
浄
水
処
理
方
法
」
「
最
高
値
」
「
検
査
回
数
」
出
典
：
 
水
道
統
計
水
質
編
（
平
成

22
年
度
）
－
（
公
社
）
日
本
水
道
協
会

 
※
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
、
一
部
改
変
。
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